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きし だな おすけ 

岸 田 直 介が 奇怪な 死 を 遂げた との 急報に 接した 弁護 

おお つきたい じ ちょうど 

士の大 月 対 次 は、 恰度 忙しい 事務 も ひと 息つ いた 形 

だった ので、 歳 若いながら も 仕事に 掛けて は 実直な 秘 

あきた とりあえず 

書の 秋 田 を 同伴して、 取る もの も 不取敢 大急ぎで 

リ ようごく ちょうし 

両国 駅から 姚子 行の 列車に 乗り込んだ。 

岸 田 直 介 —— と 言う の は、 最 近東 京 に 於て 結成され 

た 瑪瑙 座と 言う 新しい 劇団の 出資者で、 大 月と 同じ 大 

学を卒 えた 齢 若い 資産家で あるが、 不幸に して 一 人の 

みより い いだば しホ— ル 

身 寄 を も 持たなかった 代りに、 以前 飯 田 橋 舞踏 場で ダ 



夫人 は フッと 言葉 を 切る と、 そのまま 堪え兼ねた 様 

さしう つむ しま 

に 差 俯向いて 了った。 

ごもっとも 

「いや、 御尤 です。 —— すると、 兇行の 時間 は、 十 時 

::: ？」 

大 月が 訊ねた。 

「ええ。 ま、 十 時 十五 分から 二十 分 頃 迄だろう と 思い 

ます。 何分、 不意に 恐ろしい 場面 を 見て、 すっかり 取 

のぼせて 了い ましたので —— J 

恰度 この 時い つの 間に かやって 来た 例の カイゼル 氏 

が、 二人の 会話に 口を入れた。 

「 —— つまり 奥さん は、 もう 一人の 証人で ある 百姓の 



ランク を 持って 雑木林の 中へ 逃げ込んで 行きました。 

おいか きっと 

—— 直ぐ その後 を追馳 けて 行けば、 屹度 どんな 男 か 正 

体位 は 見届ける 事 も 出来た で 御座居ましょう が、 何分 

ち P て 

不意の 事で 手前 共 も 周章て おり ましたし、 それに 何よ 

リ突墜 された 人の 方が 心配で 御座居 ましたんで、 真つ 

先に 一 生 懸命 崖の 下の 波打 際へ 降りたん で 御座居ます。 

こときれ 

するともう 墜 された 人 は 息 絶ていた し、 手前 共 二人 だ 

けで は 迚も あのえ らい 崖の 上 迄 仏様 を 運び上げる 事 は 

と かく 

出来ません ので、 兎に角 この 事 を 警察の 旦那 方に 知ら 

せる 為に、 仕方なくもう 一 返 苦労して 崖 を 登り、 町へ 

飛んで 行つ たんで 御座居ます。 その 途中、 直ぐ 其処の 



ほりえと きこ 

んに 堀江 時 子さん と 申される モダ ー ンな 美しい 方 達で 

すが、 劇団が まだ 職業的な ものに なって いません ので 

それぞれ 職業な り 地位な り をお 持ちで しょうが、 それ 

等の 詳しい 事情 は 妾 は 存じない ので 御座居ます。 この 

方 達 は、 昨日、 やはり 町の 旅館の 方へ ぉ泊リ になって、 

別荘へ も昨晚 一度 御 挨拶に 来られ ましたが、 今日、 上 

杉さん と 御 一 緒に 帰京され たそうで 御座居ます。 一 一人 

.>リ ち、 

とも 上 杉さん と はお 識 合の 様に 聞いて おります」 

「すると、 その 三人の 客人 達 は、 今日の 何時頃に 姚子 

を 発れ たのです か？」 

大 月の 質問に、 今度 は カイゼル 氏が 乗り出した。 



「それが その、 調べて 見る と 正午の 汽車で 帰京して い 

ちちろん 

るんで す。 勿論、 兇行 時間に 約 一時間 半の 開きが あり 

ますし、 各方 面での 今迄の 調査に 依れば、 他に 容疑者 

らしい 人物が この 町へ 這 入った 形跡 は 殆どない し、 尚 

旅館の 方の 調査の 結果、 彼等 は 三人と も 各々 バラ バラ 

で 随分 勝手 気儘な 行動 をして いたらし く、 k に 上 杉な 

ど は 完全な 現場 不在証明 もない 様な 次第です から、 当 

局に しても 一 応の 処置 は 取って あります。 ところ 

が、 証人の 陳述に 依る 加害者の 風貌と、 調査に 依る 上 

杉 逸二の 風貌と は、 大変 違 うんです。 つまり 上 杉 は、 

被害者の 岸 田さん などよりも まだ 背の 高い 男なん です。 



だから、 その 意味で、 上 杉へ 確実な 嫌疑 を 向ける 事 は 

結局 出来なくなる のです。 —— J 

茲で 警官 は、 捜査の 機密に 触れる の を 恐れる かの 様 

に、 黙り込んで 了った。 

大月は 秘書の 秋 田 を 顧みながら、 内心の 亢奮 を 押 隠 

すかの 様な 口調で 静かに 言った。 

と かく 

「兎に角、 一 度、 その 断崖の 犯罪 現場へ 行って 見よう」 

殆ど 一 面に 美しい 天鵞絨 〔# 「天鵞絨」 は 底本で は 「天 



鷲絨匕 の 様な 芝草に 覆われ、 処々 に 背の 低い 灌木の 群 

よこた ちょうど 

を 横え た その 丘 は、 恰度 木の 枝に 梟が 止った 様な 形 

をして、 海に 面した 断崖 沿いに 一 段と 嶮 しく 突出して 

いぬぼう- 

いた。 遠く 東の 海に は 犬 吠が 横 わり、 夢見る 様な 水平 

線の 彼方 を、 シアトル 行きの 外国 船ら しい 白い 船の 姿 

が、 黒い 煙 を 長々 と曳 いて 動く ともなく 動いて いた。 

とラ と-つ 

到頭 本来の 仕事より もこの 事件の 持つ 謎 自身の 方へ 

強く ひかれて 了ったら しい 大 月と、 それから 秘書の 秋 

田 は、 間もなく 先程の 証人の 男に 案内され て、 見晴の 

良い その 丘の 頂へ やって来た。 

証人 は 海に 面した 断崖の 縁 を 指差しながら、 大 月へ 



に 向って、 不意に、 「貴方 は 確かに 犯人 は 男 だ、 と 言い 

ましたね。 —— ところが、 犯人 は 女なん です よ。 —— 」 

秋 田 も 証人 も、 大 月の 意外な 言葉に 吃驚して 了った。 

二人 は 言い合わした 様に 眼 を瞠リ ながら、 靴 跡 を視き 

込んだ。 が、 勿論 二人の 眼に は、 どう 見ても それ は 踵 

の 小さい ハイ. ヒ ー ルの女 靴の 跡で はなく、 全 態の 形 

こそ 小さい が、 明かに 男の 靴 跡と しか 見られない。 秋 

田 は、 大 月の 言葉 を 求める 様に して 顔 を 上げた。 する 

と大月 は、 静かに 微笑みながら、 

「判らない かね。 —— じゃあ 言って 上げよう。 ひとつ、 

よくこの 靴 跡 を 観察して 御覧。 すると 先ず 第一 に、 誰 



而 らば ォ ー ヴァ！ シュ— か、 と言うに、 ォ ー ヴ ァ！ 

シュ— にして は、 子供の もので ない 限り こんな 小さな 

奴 はない し、 又、 運動靴な どに して は、 こんな 大きな 

割合の 土つ かず を 持った 奴 はない。 そして 又ォ ー 

ヴァ— • シュ ー や 運動靴の 様な 特種な ものに は、 それ 

ぞれ 特有な ゴム 底の 凹凸な り、 又は 金属 的な 装置が あ 

る 害 だ。 そこで、 僕 は、 この 犯人の 靴 跡の 個 有の 型 状 

II 例えば、 全体に 小さい 事 や、 外郭の 幅が 普通の 靴 

底の それよりも 遥かに 平坦で 細長い 事 や、 土つ かずの 

割合が 大きく そして 特異で ある 事 や、 そして 又、 人間 

の 足首で 言う と 恰度 躕骨 尖端の 下部に 当る 処 なんだ が、 



「勿論、 こんなにお 跳え 向きに 漆が 剝げ 落ちて 呉れ 

る 様で は、 その 海水 靴 ももう 相当に 履き 古された もの 

に違いないが、 ここで 僕 は、 去年の 夏 辺り どこかの 海 

水浴 場で、 その 海水 靴と 当然 同時に 同じ 女に 依って 用 

いられた であろう ビ— チ • パンツと ビ— チ • コ ） ^を 

思い出 すんだ。 そして 而も それらの 衣服の 色彩 は、 派 

手な 水 色であった、 とね。 だが 茲で、 或は 君 は、 若 

しも 男が、 犯人 は 女で あると 見せかける 為に、 そんな 

婦人 用の 海水 靴 を 履いた の だとしたなら どう だ、 と 言 

う 疑い を 持つ かも 知れない。 が、 而し、 それ は 明かに 

間違って いる。 何故ならば、 若しも 犯人が 男で、 そし 



て そんな 野心 を 持って いたのだった ならば、 その 男 は、 

一 見 男に 見える ビ ー チ • パンツ ゃビ ー チ • コ —„ ^を 着 

るよりも、 当然、 逆に、 一 見して 婦人と 思われる ワン 

ピ— スか何 かの 婦人服 を 着なければ ならない 害 だから 

ね。 …… いや、 全く 僕 は、 最初 夫人の 証言 を 聞いた 時 

から、 ひょっと こんな 事 じ やない かと 思った 位いだ。 

遠方から 見て それが 男装であった と言う だけで、 犯人 

を 男で あると 断定す るな ど 危険な 話 だよ。 なんしろ 海 

の あちら じ や 女の子の 男装が 流行 つ てる 時代な ん だし、 

岸 田 氏 を 取 巻く 女達な ど は、 ま、 言って 見れば 日本の 

デイト リツ ヒゃ ガルボなん だからね。 —— 兎に角、 若 



人 は 左利、 と言う 事になる わけさ。 …… だが、 それに 

しても 黒い トランク は 何だろう？ そして、 岸 田 氏に 

組 付いて、 そんなに あっさりと 断崖から 突墜す 事の 出 

来る 程の 体力 を 具えた 女 は、 一 体 誰れ だろう？ そし 

て 又、 『花束の 虫』 と は 一 体 何 を 意味す る 言葉だろう？ 

…：- J 

それなり 大月は 思索に 這 入って 了った。 そして 腕 組 

をした まま 再び 靴 跡の 上 を、 ァテ もな く 歩き 始めた。 

秘書の 秋 田は大 月の 思索 を 邪魔 しないつ もり か、 それ 

しぐさ 

とももう そんな 仕種に 飽きて 了った のか、 証人の 男 を 

捕えて 丘の 周囲の 景色 を 見ながら、 その 素晴 しい 見晴 



介の 死亡に 依る 大 月の 当面の 仕事 は、 まだ 全然 手が 付 

けて ない ので、 東京へ は 明朝 夫人と 一緒に 引 挙げる 事 

にして、 二人とも 別荘の 客室へ 一泊す る 事に なった。 

梟 山の 検証で、 推理が ハタと 行 詰った かの 様に あれ 

なりず つと 思索的に なって 了った 大月 は、 それでも 夕 

食 時が 来て ホ— ルで 三人が 食卓に 向う と、 早速 夫人へ 

向けて 切り出した。 

「少し 変な 事 をお 訊ねす る 様です けれど、 花束の 虫 I 

I と言う 言葉に 就い て 何 かお 心 当 はな い でしよう 

か？」 

「まあ —— 」 夫人 は 明かに 驚きの 色 を 表わしながら、 



類の 整理 をす つかり 秋 田に 任せた 大月 は、 築地の 瑪瑙 

座の 事務所 を 呼び出して、 暫く 受話器 を 握って いたが、 

躺て 通話が 終る と、 何 思った のかつ ぃぞ 着た 事 もない 

タキ シ— ド など を 着込んで、 胸の ポケットへ 純白な ハ 

ンカチ を 一 寸 折り込む と、 ォッ にす まして その 儘 夕方 

の 街へ 飛び出して 了った の だ。 

歳 柄 もな く 口笛な ど を 吹きながら さ つ さと ァ スフ ァ 

ぎんざ 

ルトの 上 を 歩き続けて 行った 大月 は、 銀座 裏の レスト 

ランで ウイ スキ— を 一杯 ひっかけ ると、 それから タク 

シ ー を 拾って ュ 二 オン . ダンス • ホ— ル へやって 来た。 

そして 其処で、 昔 習い 覚えた 危ぃ足 取で 古臭い ワルツ 



そう 言って 大月 は、 内ポケットへ 手 を 突 込む と、 昨 

日屛風 浦の 断崖の 上で 拾った、 例の 黒く 薄い板つ ベら 

の 様な 小片 を 取 出した。 

「これ 何んだ か、 勿論 判る だろう？ よく 見て呉れ 給 

え」 

「 …… 何んで すか。 —— ああ。 レコ ー ド の缺片 じゃあ 

りません か。 これが、 一 体 どうした と言うんで すか？」 

「まあ 待ち 給え。 その 隅の 方に、 金文字で、 少しば か 

り 字が 見える ね」 

ァ ルセ ロナ 

「ええ 判 ります arcelona として、 

Victo で 20113 —— とあります。 それから、 …… チ- 



フォックス トロ ッ ト 」 

「そうだ。 その 字の 抜けて いるの は、 勿論、 あの、 踊 

りの バルセロナの 事 だ。 そして、 もう ひとつの 方 は、 

マ ー チ. フォックストロット だ ところで、 君 は、 

たしな 

時々 ダンス を嗜 まれる 様 だが、 その 踊り 方 を 知って 

いう やつ 

るかね？ その、 マ— チ • フォックストロットと 言 奴 

を だね」 

秋 田 は、 図星を指されて 急に 顔 を 赤らめた。 が、 鱸 

て 仕方な さそう に、 

「二三 度 名前 だけ は 聞いた 事が あります が、 僕 はま だ 

習い 始めです から、 全然 踊り 方 は 知らないです」 



「ふむ、 そうだろう。 —— 実は、 僕 も 知らなかった。 

が、 いま 帰って 行かれた あの 若い お客さんから 得た 知 

識に 依る と、 何でも この ダンス は、 四 五 年 前に 日本へ 

伝った もので、 普通に、 シック ス . エイトって 言われ 

ている そうだ。 欧州で は、 スパニッシュ • ヮンス テツ 

プと 呼ばれて いるもの だよ。 そして その 名称の 示す 様 

に、 この ダンスの フ ィギュ ァ— と言う か、 つまり ス テツ 

プの型 だね。 それ は 非常に 強調な、 人 を 激励す る 様な、 

ワンステップ 風の ものなん だ。 ところで、 これ を 

君 は、 何 だと 思う」 

大月 はそう 言って、 一枚の 紙片 を 秋 田の 前に 拡げて 



見せた。 秋 田 は、 それ を 一寸見て いたが、 直ぐに、 幾 

分 得意 然として、 

「 判ります、 つまり これが、 その マ ー チ. フォッ 

クス トロットの ステップの 跡、 と言う か、 足取りの 跡 

を、 先生が 図に した ものなん でしよう」 

すると 大月は 笑いながら、 

「 ゥッフ ッフッ フッフ ッフッ まあ、 そう も 言 

える。 が、 そう も 言えない」 

「と言うと 」 

秋 田 は 思わず 急き 込んで 訊ねた。 

「つまり、 スパニッシュ • ワンステップの 足取りで あ 



ると 同時に だね。 いい かい。 もう ひとつ 別の …… 何 か 

なんだ よ」 

「別の £:」 

「他で もない。 屛風 浦の 断崖の 上の、 あの 素晴 しい 格 

闘の 足跡なん だ！」 

—— 秋 田 は、 蒼くな つて 了った。 

四 

たまげ 

自分の 鋭い 不意 打の 決断に、 すっかり 魂消て 了った 

秋 田の 顔 を 見ながら、 ニコニコ 微笑して いた 大月 は、 



鱸て、 煙草の 煙 を 環に 吹きながら ポッリ ポッリ と 言葉 

を 続けた。 

r —— 勿論、 最初、 あの 取り乱れ た 足跡 を 見た 時には、 

僕 も、 異議なく あれが 争いの 跡で あると 信じ 切って い 

たよ。 だが、 僕 は、 君が あの 証人と 何 か 話 合って いる 

間に、 あの 芝草の 中から、 こ 奴 を、 この レコ— ドの 

缺片 を、 拾い上げ たんさ。 それから 急に、 僕が 鬱ぎ込 

んで 了った の を、 君 は 大分 不審に 思って いた 様だった 

ね。 だが、 実 を 言う と、 あんな 田舎の 丘の 上で、 而も 

殺人の 現場で、 オヨ ソ その 場面と 飛び離れた 蓄音器の 

レコ— ド の缺片 など を 拾い 込んだ 僕の 方が、 君よりも、 



リズム 

く 見る と、 なに かしら 或る ひとつの、 旋律 と 言つ 

た 様な ものが あるじ やない か。 僕 は 思わず 声 を 上げた。 

そして、 そう 思って 見れば 見る 程、 その 事実 は、 益々 

もちろん むつ かし 

ハツ キリして 来る。 勿論、 そんな 六ケ 敷い、 激しい ス 

テツ プのフ ィギュ ァ— を 持った ダンス を 僕 は 知らな 

かった。 だが、 その 時の 僕に、 それが ダンスの ス テツ 

プの 跡で ない と、 どうして 断言 出来よう。 そして それ 

と 同時に、 実に 恐し い 考えが、 僕の 頭の 中で ム クム ク 

と 湧 上り 始めた の だ。 と、 言う の は、 その 時に 僕 は、 

昨日 別荘で、 夫人の 陳述した 証言 を 思い出し たんだ、 

—— 突然、 二人 は 格闘 を 始めました。 そして、 曰々 I 



I と 言った 奴 をね。 ここんと こだよ。 いい かい 君。 夫 

人 は、 同じ その 証言の 中に 於て、 兇行 当時 あの 断崖の 

上の 人物 を、 一人 は 夫の 直 介で あると 見、 又も 一人 は 

水色の 服 を 着た 小柄な 男と 言明して いる 通りに、 近視 

眼 じゃあな いんだよ。 そして 而も、 思い出し 給え。 夫 

人 は、 岸 田 直 介との 結婚 前に、 飯 田 橋 舞踏 場の ダン サ— 

をして いたんだ ぜ。 その 比 露 子 夫人が、 仮令 多少の 距 

離が あつたに しろ、 そして 又、 仮令もう 一人の 百姓の 

証人 —— 彼はダ ン スのィ ロハ も 知らない 素朴な 農夫 だ 

が、 そう 言って いるに しろ、 ダンス をし 始める の 

と、 暄嘩 をし 始める のと を、 見間違える なんて 事 は、 



何等の 技巧的な わざとら しさ もな く 極めて 自然に 右手 

力 力 わら す 

で ナイフ を 使って いた。 が、 それに も 不拘、 夫人の 指 

間に 盛 上って 来る あの 乳白色の 果肉の 上に は、 現場で 

発見した ものと 全く 同じ 様な 左 巻の 皮が 嘲け る 様に と 

ぐろ を卷 いている じ やない か。 僕 は 内心 ギクリ とした _ 

で、 落着いて よく 見る、 …… と。 なんの 事 だ。 実に 下 

らん 謎 じゃあな いか。 問題 は、 ナイフの 最初の 切り込 

み 方に あるんだ。 つまり、 普通 果物 を 眼前に 置いた 場 

合、 蒂の 手前から 剝き 始める の を、 夫人の 場合 は、 蒂 

の 向う側から 剝き 始める の だ。 —— 勿論 こんな 癖 は 一 

寸珍 らしい。 が、 吾々 は 現に 昨晚 別荘の 食堂で、 その 



の 手荷物が この ス— ッ . ケ— ス ひとつで あると 知った 

時に、 屹度 この 中に 大切な 犯人の 正体が 隠されて いる 

に違いないと 睨んだ 迄の 事 さ。 だから 僕 は、 跳 子 駅で、 

親切 ごかし に 僕 自身の 手で こ 奴 を チッキに つけたんだ 

よ。 夫人の 本邸へ ではなく、 内密で 僕の この 事務所 を 

宛名に してね。 —— 今頃 は 屹度 岸 田の 奥さん、 大騒ぎ 

で 両国 駅へ、 チッキ ならぬ ヮ タリ をつ けて いるだろう 

よ。 只、 君 は、 いつの 間に これが 持ち込まれて、 隣室 

の 戸棚へ 仕舞われ たかを 知らなかった だけ さ」 

そして 笑いながら 大月 は、 ポケットから 鍵束 を 出し 

て 合鍵 を 求める と、 素早く ス ー ッ. ケ —スの 蓋 を 開け 



た。 

見る と、 中には、 目の 醒める 様な 水 色の ビ —チ- 

コ ー トに パンツと、 臟脂 色の 可愛い 海水 靴と、 それ か 

ら、 コ ロム ビアの 手提 蓄音器と が、 窮屈そう に 押 込ま 

れ てあつた。 

「じゃあ 一 体、 『花束の 虫』 と言うの はどうな つたんで 

すか？」 

秋 田が 訊ねた。 大月は 煙草に 火 を 点けて、 

「さあ それなん だが ね、 僕 は 最初 その 言葉 を 暗号 じ や 

あない かと 考えた。 が、 それ は 間違いで、 『花束の 虫』 

と言うの は、 只 単に、 上 杉の 書いた 二 幕 物の 命題に 過 



いい —— 兎に角 強要され ていた、 と 僕 は 考えたい。 そ 

きょうか つ 

して 上 杉 は、 その 脅喝 の 最後の 手段と して、 好色な 夫 

人の 現在の 非行 を 暴露した 『花束の 虫』 を、 瑪瑙 座に 

於け る 新しい 自分の 地位 を 利用して、 直 介の 処へ 持つ 

て 来たの だ。 勿論、 夫人 は 凡て を 知っていた。 そして、 

いま、 裕福な 自分の 物質的な 地位の 上に 刻々 に 迫って 

くる 黒い 影 を 感じながら、 この 一 両日の 間と 言う もの 

は、 どんなに か 恐ろしい 苦悩の 渦に 巻き込まれ ていた 

ちょうど 

事だろう。 其処で は、 恰度 イプセンの ノラが、 ク ログ 

ス タツ トの 手紙 を 夫の へ ルメルに 見せまい とする 必死 

の 努力と 同じ 様な 努力が、 繰 返された に違いない。 I 



I だが、 結果に 於て 夫人 は ノラよりも 無智で、 ヒス テ 

リ カルであった。 昨日の 朝に なって、 多分 夫人 は、 こ 

れ 等の 奇抜な 季節 違いの 装束 を 身に 着ける と、 『花束 

の 虫』 を 読みたがる 直 介 を 無理に 誘い出し、 あの 証人 

が 黒 い トランクと 間違え たこの 手提 蓄音器 を 携え て 梟 

山へ ピクニックに 出掛けた の だ。 この場合 僕 は、 あの 

ぎ ょラ こラ 

兇行 を ハツ キリと 意識して 夫人 は あんな 奇矯 〔# 「奇 

矯」 は 底本で は 「奇嬌 匕 な 男装 をした の だと 考えた くな 

い。 それ は、 犯罪 前の あの 微妙な 変則 的な 心理の 働き 

いわ きょうだ 

—— 謂ば 怯懦に 近い、 本能 的な 用意、 がそう させた の 

だ。 そして 夫人 は、 絶えず 『花束の 虫』 から 直 介の 関 



心 を 外ら す 為に、 努力し なければ ならなかった。 —— 

鑣て、 見晴の いいあの 崖の 上で、 二人 は ダンス を 踊り 

始めた の だ。 あのうわず つた 調子の、 情熱 的な スパ 

二 ッシュ • ワンステップ をね。 そして、 その 踊の、 情 

熱の、 最高潮に 達した 時に、 今迄 夫人の 心の底で のた 

うち 回って いた 悪魔が、 突然 首 を 持 上げた の だ。 —— - 

茲で君 は、 あの 証人が、 馬鹿に あっさり 墜 された と 言つ 

て 不思議が つていた 言葉 を 思い出せ ばいい。 —— それ 

からの 夫人 は、 完全に 悪魔に なり 切って、 もう 恐れる 

必要 も なくなった 『花束の 虫』 を 破り 捨てる と、 

手提 蓄音器 を 携えて 直ぐに 別荘へ 引返した の だ。 そ 
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